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　医学や科学の進んでいない古代に
おいて、人々がよりどころとしてい
たのはまじないや、まつりでした。
その際使用した道具は「祭祀具」と
呼ばれ、土・石・木・金属などさま
ざまな素材で作られました。
　今回は、その中でも木で作られた
馬形についてとりあげます。

さ い し ぐ

　飛鳥時代（約 1,350 年前）になると、都では国の平安を願っ
てまつりが行われるようになり、その後地方へと広がっていき
ました。
　このまつりでは、木製の馬形や人形、斎串（木の板などを串
状に加工したもの）、土製の馬、人の顔を描いた人面墨書土器
など、さまざまな祭祀具が使われました。これらの多くは、役
所や集落のそばを流れる川や溝、池などから出土することから、
まつりは主に水辺で行われていたと考えられています。
　まつりに使用された祭祀具のうち、動物や人間の形をした祭
祀具を「形代」と言い、身代わりに使用したと考えられていま
す。その中でも馬形（写真１・２）は、薄い板に切り込みを入
れて、横から見た馬を表したものです。この使い方は、①生き
た馬の代わりに水の神様へ捧げた②穢れを祓う役割を持ってい
たとする２つの説があります。
　鳥取西道路の発掘調査では、常松菅田遺跡、常松大谷遺跡な
どから馬形が出土しています。
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